
「気仙地域医療0介護0福祉の新しい方向性」講演会 復興祈願祭り綾里魂

超高齢化社会を見据えて 復興へ向けて思い―つに

3月 15日 、「気仙地域医療・介護・福祉の新しい

方向性」請演会がカメリアホールで開催されまし

た。

当日は、超高齢社会に対応した気仙広域環境未

来都市の取り組みや、今後の医療・介護の連携の

あり方などをテーマに講演が行われ、来場者がそ

の内容に熱心に耳を傾けていました。

3月 2日、綾姫ホールで、復興祈願祭り「綾里

魂」が開催されました。

祭りでは、綾里小学校の 5、 6年生が津波の教
訓を伝える詩を朗読。児童たちが、被災を乗り越

えて同校に保存されている半鐘「忘れず之鐘」を打

ち鳴らしました。また、その後の余興では、地元

郷土芸能や、「鼓童」による太鼓パフォーマンスな

どが繰り広げられ、来場者を魅了していました。

吉浜津波記憶石除幕式 ニュースポーツフェステイバル

先人たちの偉業をたたえ ニュースポーツに親しむ
3月 25日 、三陸町吉浜字上野地内で、吉浜津波

記憶石の除幕式が行われました。

震災で「奇跡の集落」と呼ばれた吉浜地区。この

石碑は、過去の津波を受けて高台移転を徹底して

きた先人たちの偉業と、津波の教訓を後世に伝え

るために建てられたものです。式では、関係者に

より黒御影石で製作された石碑が除幕され、出席

者がその完成を祝いました。

3月 9日、三陸B&G海 洋センター体育館で、
ニュースポーツフェステイバルが開催されました。

館内には、ラージボール卓球、シャッフルボー

ド、スポーツ吹き矢、輪投げ、スカットボールの

5種目のコーナーを設置。約40人の参加者が、グ

ループに分かれて各種目を体験し、競技方法など

の説明を受けながら、子どもから大人まで気軽に

できるニュースポーツを楽しんでいました。
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